






1.要約

本研究は、平成 3 年度に実施した『専門家情報の公開と問題提起の討議』(毎月 1 回連続

7 回の分科会を実施した。)の実行、討論結果に基づき、平成 4 年度はモデル地域を福岡

市に指定し、その地域医療環境の下での「女性の持つ健康問題や医療供給問題」のニーズ

の掘り起こし作業を進めてみることにした。それにあたって、という視点から「グループ

インタビュー調査」を主眼としながらもできるだけ多様な人々の意見・実感・実際のニー

ズの掘り起こしという目的のために非公開のミニ・フォーラムという調査方法を試みてみ

ることとした。

また、同時に本課題に対して、開業産婦人科医師たちはどのような認識を持っているかを

秋田・茨城・福岡の 3県の日母会員を対象に郵送アンケート調査も併せて実施した。

以上のような課題を達成させるために、福岡市在住のオピニオンリーダー女性 30 人を研

究班にて人選。同一メンバーによる月1回、連続 3回のグループインタビュー方式の「ミ

ニ・フォーラム」を実施した。

本年度はそのⅠ:医師向けアンケート調査の結果とⅡ:グループインタビュー調査(連続 3

回ミニ・フォーラム形式)(→参加者リスト、議事録および内容の分析は別添資料Ⅱ参照)

の結果を『ニーズ構造分析法』(別添資料Ⅲ参照)により分析したのでその結果を報告する。


